
【水道週間】防災・水道事業に関するアンケート結果
総数：150名（実施日：令和6年6月1日（土）、会場：ウニクス秩父）

【内容】
 当局では防災の観点から非常用に飲料水3日分(１日3ℓが目安)を備えていただくことを推進しています。１日に必要な飲料水
(３ℓ)を３種類の容器、①給水袋、②ペットボトル(500ｍℓ６本)、③ポリタンクごとに手にとって、その水の重さや運びやすい
かを感じてもらい、どの容器が持ちやすいかや、水のストックをしているかについて、アンケートをとりました。
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Q3日頃から災害に備えて水を
ストックしていますか？
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Q4 どのようにストックしていますか？
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Q5 ３ℓの水をもってみてどのように
感じましたか？
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Q6 この容器が一番運びやすい
(Ｑ５で「3.この容器が一番持ち運びやすい」と

回答した139名が回答)

(Ｑ３で「１.している」と回答した89名が回答)
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